




































































【Reference Review 62-3 号の研究動向・全分野から】
東京一極集中と「地方創生」
経済学部教授　高林　喜久生
　「地方創生」は、いわゆるアベノミクスの表看板の一つである。その主な柱として、東京一極集中の解消、
地域社会の問題の解決、地域における就業機会の創出などが挙げられている。東京一極集中を解消し、「地
方創生」を進めるにはどのような対策が考えられるだろうか。
　そもそも標準的なミクロ経済理論では、東京一極集中を説明できないとされる。この点に関して田淵隆
俊論文（「東京集中はなぜ起こるのか」、『経済セミナー』2016年 6/7月号）は、地域間の異質性や現代の
生産技術（収穫一定ではなく収穫逓増）、市場のあり方など現実的な要因を考慮するとなぜ一極集中が起
こりえるか見えてくると指摘する。しかし、東京一極集中がストレートに進んでいるわけではない。溝端
